
高

知

県

幡

多

郡

の

ア

高
知
県
幡
多
郡
が
乙
種ア
グ
セ
y
ト

に
属
し
て
い
る
こ
と
は
知
ら
れ
て
い

る
が 、
実
際
に
は
幡
多
郡一
円
が
乙
一位で
あ
る
訳で
は
な
い。
東
部の
佐
賀

町
附
近
は
若
干
申
起
に
近
い
し 、

北
部の
津
大・
江
川
崎・
十
川・
昭
和
の

各
村 、
い
わ
ゆ
る
北
僻
地
方
は 、
隣
接
す
る
高
岡
郡
脳陣
原
村
と
と
も
に
準一

郡一
地
稽
を
形
成
し
て
い
る 。
こ
れ
らの
地
滑
以
外
は
大
体
乙
種
に
回向
し
て
い

る 。
今
乙
種ア
ク
セ
ン
ト

の
代
表
地
点
と
し
て
中
村
町
(
近
く
市
と
な
る
予

定)
を
選
び 、
他の
町
村
に
も
適
宜
触
れつ
つ
ア
タ
セ
γ
ト

の
記
述
的
考
察

を
試
み
る
こ
と
と
す
る 。

高知県幡多郡のアクセント

一 、
名

詞

一
品目
節
語で
は
第一
績
に
属
す
る
語 、
柄・
蚊・
気・
子・
巣・
血・
戸

・
帆
に
助
詞ガ
をつ
け
る
と 、
東
京
と
同
じ
く

むマ
と
なっ
て 、
い
わ
ゆ
る

下
中
型
を
と
る。

(明
性問
問誠一町
一沼 号
)

第
二
類
の
毛・
名・
値・
薬・
歯・
日・
矢
に
助
詞
がつ
い
た
場
合
も 、

UV
型 、
但し
寸ガ
〔
歯〕

第
三
類
の
絵・
尾・
木・
粉・
酢・
田・
手・
菜・
荷・
根・
火・
穏・

目・
湯・
輸
に
助
詞
がつ
く
と 、
dマ
型
と
な
る 。

一
音
節
諮
は
東
京
と
幡
多
(
中
村〉
と
で
は
型
が
殆
ど一
致
す
る
が 、
東

. 

ク

」ゼ

ン

ト

土

俊

}苫

重

-・・ 。

aEEO

O

京の
ず
カ
ハ
碁〉
ヤ
カ
(
矢〉
が
幡
多
でい
ガ・

ル
ガ・
東
京
の
ドヵ(
場)

が
幡
多で
斗ガ
と
な
る
な
と
が
相
逃
し
て
い
る。
結
局
幡
多
は
①
平
板
むマ

@
顕
高
O
マ
の
二
一裂
で
あ
る 。

かね

二出回
節
誇で
は
第一
類
の
飴・
午・
梅・
顔・
柿・
夙・
金・
惑・
口・

首・
鍬・
膝・
澗・
砂・
竹・
烏・
庭・
箱・
鼻・
羽・
筆・
星・
道・
水

・
虫
が
む
O
型で
あ
る
が 、
助
詞の
つ
い
た
場
合
は

po
v
と
な
ら
な
い
で

0
0マ
の
型
を
と
る
こ
と
は
注
目
すべ
きで
あ
る 。
幡
多で
は
三
音
節
以
上

の
多
音
節
語の
平
板
式
は 、
頭と
尾
と
に
中
位の
(一一一
段
観
に
よ
る〉
山
が

あ
ら
わ
れ
る
の
で
あ
る。
ハ
小
林
英
夫
「
言
語
学
方
法
論
考」
七
五
五A
・

音
声
学
協
会
々
報
第
七一
号
拙
稿
「
土
佐
橋
多
郡
に
於
げ
る
音
声
現
象」
八

A
参
照)

第
二
類
の
石-
MA.
歌・
音・
紙・
川・
旅・
梨・
夏・
橋・
旗・
人・

昼・
冬・
孫・
町・
胸・
雪
が
pq・
p
qマ
型
と
な
る 。

第
三
類の
足・
犬・
池・
色・
腕・
潟・
鬼・
親・
貝・
髪・
亀・
草­

靴・
雲・
桑・
米・
坂・
島・
炭・
月・
綱・
ぬ・
花・一旦・
耳・
山・
指

点
む
0・
C
O
マ
剤一
を
と
る
。

令
指」
だ
け
比14
ピ。〉

第
四
類の
跡・
粟・
息・
板・
糸・
稲・
臼・
海・
幣・
笠・
肩・
空・

桓・
杖・
中・
箸・
針・
舟・
松・
表
判。
0・
d
oマ
型
と
な
る 。
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第
五
類
の
赤
・

秋
・

朝
・

汗
・

雨
・

桶
・

影
・

蜘
妹
・

鯉
・

声・
猿・
露
・

鶴・
獄・
春・
前・

向をJ
O
G-
。
。
マ
型
と
な
る。

二
音
節
語
、も
幡
多
は
東
京
と
殆
ど
型
が一
致
す
る
が 、
東
京
のしけ
ツハ
欽)

が
幡
多
で

いV
汁 、
東
京の
ク
寸
(
雲〉

、内川
モ 、
東
京の
廿
升(
父)
がチ

チ
と
な
る
な
ど
が
相
違
し
て
い
る。
結
局
幡
多
は
①
平
板
O
C
②
頭高
叫
O

尾
高
じ
α
の一一一
型
で
あ
る。

三
音
節
語で
は
第一
類
の
霞・
形・
鰹・
着
物・
車・・
僅・
水・
肴・
机

・
鼻
血・
額・
羊
が
わ
O
O
と
な
ら
な
い
で 、
c
o
o-
O
O
Oマ
型
と
な

る 。
こ
の
首
尾
高
平
板の
諮
も 、
極め
て
ゆっ
く
り
と
丁
寧
に
発
音
し
た
場

合は 、
一
般
に
首
尾
の
山
が
く

ず
れ
て
会
平
に
近
く
な
り
が
ち
で
あ
る
ベこ

の
場
合
山
を
く

ず
さ
ぬ
人
本
稀
に
あ
る。)
こ
の
首
尾
高
平
板
は
中
村
町
を
中

心
に
具
同・
後
川・
東
山・
束
中
筋・
中
筋
な
ど
の
村
や
大
方
町・
下
田
町

あ
r
り
で
聞か
れ
る
が 、
宿
毛
町・
大
疋
町・
大
内
町・
月
灘
村・
柏
島・

う〈ろ

沖
の
島・
鵜
来
島
な
ど
と
・中
村
町
を、
母さか
る
と
間か
れ
な
く
な
る 。
こ
れ

ら
の
地
域
で
は
大
体
的VO
O
型
と
な
る。

第
二
類
の
間・
小
豆・
え
く

ぼ・
桜・
釣
瓶・
百
足
が
斗ク
ボ・
7十
イ
ダ・

ホタ
テ・
引
ヅ
叶
へ
釣
瓶・
百
足同
型)
と
な
る。
サ
ク !L7
とれ
J汽刊
は
共

に
助
詞
をつ
け
な
け
れ
ば
殆
ど
区
別
が
で
き
ぬ
が 、
助
却
をつ
け
る
と 、
サ

ク
ラ
ガ
(
中
下
下
中〉
ア
ヅ
バ刊ガ
ハ
中
下
上
下〉
の
よ
う
な
型
に
なっ
て 、

「
小
豆」
は
明
瞭に
キ
が
高
く
な
る。

第
三
類
の一
以
・

男
・

表
・

女
・

鋭
・

敵
・

刀
・

言
葉
・

鉄
・

東
・

袋
が
い

タ
ナ
以
外
は
全
部
o
c
d
型

第
四
類の
朝
日い
時代

胡
瓜・
心・
姿・
涙・
火
箸・
枕
が
すべ
て
わ

心心一司
l

第
五
殺の
兎・
鰻・
出向
・

狐
・

雀
・

背
中・
高
さ・
狸・
鼠
・

駈
矧
が
カ

-フ
ス
・タ
ヌ
キ・
タ
カ
サ
の
外
は
すべ
て
O
O
O
型

p

うLh

tらHV

弔まい

第
六
類の
議
・

後・
委
・

鯨
・

薬
・

便
り
・

盟・
杯
・

病
が
高
・

委
・

薬

・
盟
が
0
0
α
で 、
他
は
すべ
て
d
o
O
型

あわぴ

''

第
七
類の
飽・
力・
・が

P0
0
型

幡
多の
三
音
節
諮
は
①
特
殊
平
板
。
o
G
@
頭
高
qo
O
句
中

高わ
αo
@

尾
高
O
O
叫の
四
型
と
な
る。

四
音
節
誇
は
①
特
殊
平
板
型 .uh
モ
ダヂ
@
頭高

型4J
l
ダ
イ
ハ
兄
弟)

@
中一
高
型
打
叶ガ
オ
④
中二
高
却rm-フ
刈サ
⑤尾高
型
オ
ト
1
叶の

五
一位

が
認
め
ら
れ
る 。
幡
多の
四
音
節
語
を
検
討
し
て
み
る
の
に 、
第
三
音
節・

第
四品目
節
に
山
が
来
る
場
合
及
び
平
板
型
の
時の
み 、
第一
音
節
に
中
位の

山
を
生
ず
る。
つ
ま
り

α
。
。
0・
0
0
o
d・
0
0
0
0
で
あ
る。
第二

音
節
に
山
が
来
た
時
は
第一
音
節
は
低
く
な
る 。つ
ま
り

ρqo
O
で
あ
る 。

又
最
後の
音
節
に
中
位の
山
が
現
れ
る
の
は
平
板
型の
時
だ
け
で
あっ
て 、

0
0
0
0・
む
O
O
O
な
ど
の
よ
う
な
現
象
は
も
と
よ
り
起
ら
な
い。

ニ 、
動

闘

二
音
節
誇
で
は
第一
類
の
行
く・

置
く・
押
す・
貸
す・
買
う・
問
く・

咲
く・

積
む・
飛
ぶ・
泣
く・
鳴
る・
振
る・
巻
く・
言
う・

着
る・
蹴る

e，

 

為
る
が
む
O
型

第
二
類の
書
く・
勝
つ
・

切
る・
食
う・
来
る・
漕
く・
刺
す
・

立
つ
・

取
る・
飲
む・
降る・
蒔
く・
待つ・
見
る・
読
む
が
O
O
型

大
体
東
京
と一
致
す
る
が 、
東
京の
叶ル(
蹴〉・
h
クハ
抜)・
汁ル
(
叉
は

付ル〉
(
居)
が
そ
れ
ぞ
れ
幡
多で
は

いル・
斗タ・

ドル
と
な
る
な
と
が
相

違
し
て
い
る。
結
局
幡
多
は
①
平
版
わ
O
@
顕
高
qO
の
二
型
で
あ
る。

三
音
節
諾で
は一
段
活
用の
第一
類 、
聞
け
る・
当
て
る・
変
え
る・
拾
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高知県:幡多郡白アクセント

てる・
煮える・
載せ
る・
惚れる・
負ける・
焼けるが
すべ
て
060
型

一
段活用の
第二
類、
受
ける・
起きる・
落ちる・
掛ける・
詰め
砂

.
逃
げる・
晴れる・
見える・
見せ
るが
すべ
て

pqo
型

四
段活用の
第一
類 、
上
がる・
当た
る・
歌う・
変わる・
坐る・
眠

る・
笑うが
すべ
て
OOO型

第二
類の
余る・
怨む・
思
う・

泳ぐ・
曇る・
作る・
光る・
休むの

うち
村ヨ
グ
を
除いて
すべ
て
Q斗O
型

1
1
はい

l
l

第三
類の
遊ぶ・
歩く・
隠す・
スる・
参るがア
ソプ・
ベイル
を
除

いて
むOO型

三
音節
語で
東
京と
型の
異るもの
を
若干挙
げるな
らば 、
東京のウ

ペウ
(奪〉
・

オヨ
f・

hドォル・
村一フウ
が
幡多では、・
がパ
ウ・
村ヨ

グ・
ソシル・

件-フウ
な
どとなる
例が
挙げられる。
結局幡多は
①特

殊平板。00
@中高わα
pの二
一型で
ある。

四音節
誇では
第一
類の
生れる・
重ねる・
並べ
る・
始める・
忘れ

る
が全
部α00
0型

第二
類の
集める・
調べ
る・
倒れる・
流れる・
隣れるが全
部00

00
型第三

類の
答える:・:
がOo
qO型

他の
語も
検討した
結果幡多の
四音
節諾は
①特殊平板。000
@中

一一角
む叫OO(
倒 、
踏込む〉
@中二
高O
odOの一一一
型と
なる。

一二 、
形
容
詞

二
音節
語の
好い・
無い
は
それぞれ
Gd塑

三
音節諾の
第一
類 、
赤い・
厚い・
甘い・
薄い・
堅い・
軽い・
暗

い
がい
ずれ
もαo
α型

第二
類の
暑い・
白い・
高い・
近い・
強い・
日Tい・
深い・
若い
が

い
ずれ
もむ
叫O
型

三
音節形容詞は
強調の
場合 、
「堅い」

がhm
汁寸イ 、
「軽い」
が

い
刈斗イ 、
「白い」
がわ
叶ぺ
イ 、
「長い」

ル
刈寸イとなるこ
とが

ある。
結局

一幡MF叫
①特殊平
板
。QO

②中高
七
川Oの二

型で
ある。

四音節
諾の
危い・
少ない
はアプ
ナ
イ-

hク
ナ
イとなる。
東京の

付
刈斗1・

hvぺ斗ー
な
どもがカオ1・
次ノ
J川ー
となる。
その
他六

十四
諾について
検討した
が 、
幡多は
①特殊平板。00
0②中高o

qOOの
二
型で
ゆめる。

四 、
副

嗣

ニ
音節語では
①平板型に
Fト-
FI--・な
どがあるが 、
こ
れ
も

文節になれば ，fトタ-71 .の
ような
傾向をとる。
②頭高型に
斗ク・

叶グ・
叶テ・
汁オ・
寸 FF・-::な
ど 。

三
音節諾では
①特
殊平板に
型アマ
リ
ハアマ
リア
カ
イ〔
赤〕)
②頭

高型に
什ツ
カ
〈何時〉
・
什マニ・
叶γト・
刈ナリ・
叶ッ
ト・
汁ツ

ト・
刈ッ
ト・
汁ッ
ト・
升Jqyト・
叶ッ
ト

なとがある。
後半の
語は

東
京と
型が相
退してい
る。
@中高型にル汁-一-

uv
オン・
仁川
ゾ­

FH川ワ・
什ペリ-
hv叶ト
などがある。

四品目節諮では
①特
殊平板型にタピFピ-
eky ，F .y
( ，FY
パシ
と

も〉
:::がゐり 、

@副高型
にd-一
カF-
J升ゾダカ:::
がある。
@

中一
高型のオ
刈-フタ・
7
d叶マ
ス・
ク
.ヰタス・
ス
パスタ・
ピ
Jmピカ

な
どは

東
京と一
致するが 、
東京の
頭高
村イオイ・
J引フガ
ラ・
4ロゴ

ロ・
刈-フスラ・
叶γ
ドy

な
ども

ρuoO型に
して
しまう。

幡多の
中

一
一角型には
相当
根強い
もの
がある。
④中二
高型には
東京の
い
斗叶
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リ

-bh
ぺ品
リ::・・

がコ
ン
叶リ・
シ.ヨン
ボ
リ・
::
と
な
る
例
が
あ
る 。

五 、
助

動

詞

削
れ
る・
ら
れ
る・
せ
る・
さ
せ
る

一
応
東
京
と
比
較す
れ
ば
次の
通均
で
あ
る 。

(
東

京〉

(
幡

多、J

付サ
レル
(
押
bHス〉

オ
サ
レル
(
オス)

ア
テ
ラ
レル
(
当ア
テル)

ア一ア
ラ
レル
(ア-アル)

竹カセ
ル
(
焼
什ク〉

ヤ
カセル
(ヤ
ク
〉

ヒロ。ヶ
サ
セル
〈ヒロ。ヶ
ル〉
ヒロ
ゲ
サ
セル
ハヒロ
ゲル〉

平
板
型
動
詞に
こ
れ
ら
の
助
動
詞
がつ
く
と 、
幡

多で
は
首
尾
高の
傾向
を

と
る。lヵ

eL" 
Jレ JR
" 
警京カ1'-'
夕
、J

カ:
カ (
レi I餐
)1.-

ハ多カ1'-'
!/ 

、ノ

ト
ド
ケ
ラ
レル
(ト
ドケ
ル)

ヨ
マ
セ
ル
〈
読冒
ム)

コ
汁叶ル
(
来外ル〉

Z
サ
叶ル
(
刈ル)

起
伏
型
動
詞に
こ
れ
らの
助
動
詞
がつ
〈
と
幡

多で
は
大
体
レル・
セ
ル
が

高
低に 、
ラ
レル・
サ
セル
が
低
高
低と
なっ
てつ
づ
く。

ωた
い・
な
いt
ん

(
東
京〉

シ
リ
タ
イ
ハ
知
シル〉

ト
ドケ
ラ
レル
(ト
ドケ
ル)

ヨ
マ
セル
ハヨ
ム)

(
幡

多〉・

シ
リ
タ
イ
ハ

ドルV

ネム
リ
タ
イ
〈
ネム
ル)

ハ
タ
ラ
キ
タ
イ
ハハ
タ
ラタ)

シラ
ナ
イ

ア
ケ

ナ
イ
(
明ア
ケル)

l トーlミ lオ ドドl ナl キI 3>'1 
ケl イ 3>' 1 イ

ナ イ (
イ ( ミl
( 起 ル
ト lオ 〉
ドl キIケI )� 

ネム
リ
タ
イ
ハ
ネム
ル)
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ハ
タ
ラ
キ
タ
イ
ハハ
タ-フク)

シ
ラ

ナ
イ・
シラ
ン

ア
ケ

ナ
イ・
ア
ケ
ン

タ|イ

:/ 

〆ー、

Jレ
、J

オ
71 
イ

i主
キi
)!.­、切ノ

てJ
ト
ドケ

ナ
イ
(ト
ドケ
ル)

ト
ドケ
y

幡
多の

タ
イ
は
平
板
鼓
動
詞につ
く

場
合に
は
平に 、
起
伏
訓剖
動
詞につ

〈
場
合に
は
動
詞の
山
を一
つ
ず
ら
し
て
高
低と
なっ
てつ
づ
く 。

ナ
イ
は

平
板 、
起
伏い
ず
れ
に
も
高
低と
なっ
てつ
づ
く。

同
な
かっ いた

(
東
京〉

キ
汁カッ
F
ハ
着
hfル〉

ミナ
カッ
タ

大
体
低
高
低
低の
型で
接
続す
る。

的
ら
しい・
まい

(
東
京)

ア
ケ
ル
ラ
シ
イ
(
明ア
ケ
ル)

幡
多、J

ミ キ
ナ ナ

カ1ヵl砂 ツ
3>' 3>' 

1-; 
)!.-. 
、J

7: 

ケノL
フ
シ1多
イ )
r、
ア。
ケ
ノレ、J

幡



• 

7
ヶ
マ
イ

トドタラシイ(トドク〉

トドクラシイへトドタ)

幡
多の一フ
シ
イ
は一
般に
低
高
低と
なっ
てつ
づ
く 。
マ
イ
は
平
板
型
動

詞に
は
平
につ
づ
く
が 、
起
伏
型
動
詞に
は
カ
グ
」
イ
(
書カ
グ)
・
ノ
ム

寸イ
(
飲
ぺム)
・ iヨ

ム
寸
イ
(
読斗ム)
の
よ
うに

高
低とつ
づ
く 。

国た・
て

(
東

京U

ド
タ
(
似
し←
ル
)

タ (

G 幡
ル 多
、ノ 、ノ

ア

T 

いゾダ(飛いプ)

lト t ト
;"1 - ;" 1 
子 J)"

IÎ­
フ
'--' 

トゾデ
刈イタハ香刈ク〉

カイ
タ
(
カ
hグ〉

高知県幡多郡のアクセント

ミlヵlセ イ
!> 予

見
lよ1
)!.-、J

ミ』 カlセ . イ
タ テ
r、

セi
)!.-
、句J

ミセ-ア

幡
多で
は
汁タニ
斗よ
ふり・
も

ド
リタ-

h川
テ
と
長
呼す
るの
が
普
通

で
あ
る。
こ
の
テ・
タ
は
平
板
型
動
詞
を
起
伏
化
して
お
い
て
接
続
する
と

い
う

特
色
が
ある。
ハ
と
の
点
十
津
川ア
グ
セ
ゾ
ト
芝
瀬
似の
現
象
が
ある

よ
う
だ。〉
従っ
て
タ・
テ
は
東
京の
よ
うに

平
板
担
動
詞
を
見
わ
け
る
基

準
に
は
な
らな
い。

帥ゅ
う・
ょ
う

ミセ-ア

東

多
、ノ

京〉

幡

作41ハ着作ル)

ワ
汁JHlへ笑ワラウ〉

タ
ト
1

(
立タ
ツ)

ニ
斗汁寸l(逃-一oH1ル〉

ニグ斗1へニ什ル〉

ウ・
ヨ
ウ
が
平
板
担
動
詞につ
〈

場
合 、
東
京で
は
平
板
を
起
伏
化
して

柊
摘す
る
傾向
が
ゅのる
よ
う
だ
が 、
(
例
外
も
ら
る
が 。)
幡
多に
は
こ
の
傾

向

が

無

い

。

山川

幡

多

の

「

着

ょ

う

・

逃

げ

よ

う
」

は

キ

ロ

ド

・

ニ

ゲ

叶

ー

が

普
通。
中
年
以
上
は

ド
ギヨ
1
と
4 0

的
ま
す・
ま
せ
ん・
Jt
した・
そ
しよ
う

キヨ1〈キル)

ワラオ1(ワラウ)

lタ

r、、タl
ヴ

'--' 

(
東
京〉

わピ
マス
ハ
飛
わプ)

ト:
ビ f、
"1 �容ス

IÎ-
多、--'

フ、J

トピマセν

ト
ピ
マ
シ
タ

ト
J

ピ

マ

シ

ョ

ー

キ
寸
ス
(
来
外
ル〉

キマセン
キ
-Fシ
タ

キマショ1

幡
多の
マス
は
平
板・
起
伏い
子
れの
型の
動
詞に
も
大
体
高
低の
塑で

サマス(クル〉

-
キマセゾ

キlキ
113l 
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• 

接
続
する。

刷
だ・
で・
で
す

ハ
東

京)

ワ
タシ FF
ペワ
タシ)

(
幡
多)

ワ
タ
シ .3
(ワ
タシ一v

ワ
タシ
デ

ワ
タシ
デ

ワ
タシ〕ア
ス

ワ
タシ〕7
ス

汁γ
キ
〆
(
天
気汁
ゾ
キ〉

lテ 1テ
:/1 :/1 キ キデ・ダ

戸、
lテンlキ」ノ

升ン
キデ

汁ン
キデ
ス

-
ア1汁
キ
デ
ス

幡
多の

ザ
タシ
が
はが
タペダ
とい
う
人
も
あ
る 。

」河川
キデ
ス
は
極め

て
ゆっ
く
り
し
た
発
音で
はデ
に
も
山の
現
れ
る
こ
と
が
ある。

仙川
だ
ろ
う・
で
しょ
う

幡
h 37 、ーノ

東
ム示)

イ

外A1同
1

ハ
行イク
〉

イク
ダ

ロ
1

(イ
グ)

イ
グデ
ショ
ー

イク
デ
ショ
ー

外ル
ダ

ロ
l

(
来外ル)

i川
ル

ダ
げ
l

(タル)

汁ル
デ
ショ
1

1列ル
デ
ショ
ー

機
多の

小ク
ダ

4
1

は
よ不ク
バロ
ー
と
も 。
こ
れ
も

い
什ロ
1

(
稀に
イ

ク
ロ
1)

が
普
通。
次
にク
ル

ダ
ロ
ー

は
極め
て
ゆっ
くり
発
音
す
れ
ばロ

に
も
山
が
置か
れ
が
ちで
あ
る。

以
上の
ほか
助
動
詞と
し
て
挙
げ
るべ
き
もの
が
若
干
ある
が 、
都
合に

よっ
て
省
略
する。

六 、

助

銅

山が・
は・
を・
に・
へ・
と・
も・
で・
か・
や

(A)
体
言に
接
続
する
場
合

82 

東
古川〉

幡
多、ノ

lユ lカ ェ， ，ェ
キlゼ 。 。

。 。 カ カ
カ カ ハ (r.. r..絵 柄
雪 風'-./ '-./ 
lユ lカキ ゼ
、J 、J

1ェ
ガ

エ
ガがゼ

ガ
(

いゼ〉

ク: ，ュー
チ キE
ワ; ガ

r; ハ
ク・lユチ キl

、J 、J

lア P'
fllチマ2 ワ
ワ (

，�、
ロ

ァ 1 ク
タ | ご

ア
タ
マ
ワ
(ア
タマ
〉

いい
寸
オ
(

墨いいJリ)

ス
ぺ、
オ
ハス
ミJ

タケニ
(

竹いいケ〉

タケ
ニ
(タケゾ

ハ
汁
ニ
ハ
花ハ
汁)

ハ
jn
ニ
ハ
ハ
汁)

I�、 lム
ナ1 コ
モ l

コニr.. 

花 ハ〉 向
tム
コ

、J

，�、 ム
ナ， ，コlモ 1

コニ

f、
lム

コl

、ノ

ミ
モ
(
実)

そ

ドデ
デ
ハ
筆わデ〉

フ
デ
デ
ハ7
デ)



フ
デ
カ

いい寸カ
ハ
紙LW
J叶)

Hドシヤ
(
牛竹シ〉

いV
寸ヤ
ハ
馬わ
寸〉

幡多では
ドガ
(
柄)
・

叶ガ
(

絵〉
に
於けるカ
の
代りにワ・
ォ・

ニ・
エ・
卜・

モ・
デ・
ヵ・
ヤ
を
蛍いて
も高
低関係は
全く同じで
あ

る。
次に
格助詞ガ
は
方
言でγ
となるこ
とが多い。
汁メYAル
〈
雨

が
降る〉
な
ど。
きて
「柄が」
はlpガ
で
あるが 、
「
柄が
焼ける」
は

エ
ガ
ヤケル
で
ある。
二
音節で
低高だっ
た
もの
がセY
テγ
ス
になる

と高
低と
変化
する。
「火に
焼ける」
と
「日に
焼ける」
を比
較して

み
れば
叶-一
(火〉
1v叶ニ

ヤケル 、
ヒユ〈日)
↓ .K-一
ヤケ
rk
となる。

前者は上
下下下下 、
後者は
中下下下中と
も一玄
うべ
き高
低関係に立

つ。
「
牛が焼ける」
は 、
ウシ
↓
ウシが
↓
ウシガヤケル
で
らり 、

「あの」
がつ
けばアノ
ウシガヤケル
で
あり 、
「
桜が
咲く」
は 、

サク
ラ
↓サグ
ラガ
↓サク
ラガ
サク
で
ある。
出同高知市では一
音節
諾

を
長呼ずるこ
とがある
が 、
幡多では一
般に
長呼しない。

〈B〉用
言に
接
続する
場合

ハ
東
京〉

ド寸デ
(
耳トド寸〉

高知県幡多郡のプグセシト

イク。ヵ
よい

1ィlグ
ワ
よ
L、

ア

フ〕ア
カ

b
ミ
カ
(カ
ミ)

ウシヤ
ハウシ〉

ゾ
マ
ヤ
ハンマ)

(
幡

イタガ
多
、J

イjグ
ワ。

ヂクガ
その
他を
元のセYテγス
に
直せ
ば 、
イクガ
斗イ・
イグニ

チガ
イナ
イ・
イグ
トユ
lタ・・:・の

よ
うになる。

東京
肋モ
ィ。ヵ
よい

Gモ
イ)
幡多汁モ
イガ
ハオモ
イ〉

ハ
叶ィ。ヵ
か
ち(

仏什
イ)

し
叶イガ
(

h刊
イ)

いル
イワ
羽だ(bル
イ)

ホル
什ワ
ハカル
イ〉

付モ
イワ
石だ
(
いモ
イ)

カ
刈イ
ニ
限る
(カル
イ〉

ツ
ババ
イニ
限る
(ツメ
タ
イ)

イグニ
ちがい
ない

イク
トい
っ

た

1

1
1

 

イクモ
よい
が

イグ
カ
ど
うか

イグヤい
な
や

スIP
イ ラモ イ
( ト
酸 見スI え
イ る、ノ r.. 

I� フ
イ、J

V7
イモ
ハ
ドマ
イ)

オ
叶イカ
(オモ
イ〉

l カ
Jレl
イカ
rヘ

1ヵ
ノレ
イ、J

イグイグ
ト

イク
モ

イク
カ

イグ
ヤ

オモ
イワ
ハオモ
イ〉

カル
イ
ニ
ハカル
イ)

ツメ
タ
イ
ニ
ハツメ
タ
イ)

ツ
ラ
イト
ハツ
ラ
イ)

対-イモ
ヘオ
イ)

ア
マ
イモ
ハア
マ
イ〉

オモ
イカ
ハオモ
イ〉

カル
イカ
ハカル
イ〉
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NV
汁イヤ
悲
しい

や
で
(

わ-フ
イ〉
ヅ
九什
ヤ
(
ツ

ラ
イ〉

東
京で
は
平
板
型の
形
容
詞

に力
・
ワ・
ニ:・:・

な
どの

助
詞
がつ
く
と

平
板
型
が
起
伏
化
する
よ
う

ど
が 、
幡

多
に
もこ
の
傾
向
が
見

え
る。

ωのハ
東

東
京で
は
尾
高
型の
休一一首

にノ
が
接
続す
る
とノ
は
尾
高
制引
を
平
板
化
す

る
が 、
ハ
若
干
例
外
も
ゐ
る0)
幡

多で
は/
は
平
板
化の
カ
無
く 、

従っ

て
元の
型
が
保
存さ
れ
る。

ω
か
ら・
だ
け

(A)
体
言

に
接
続す
る
場
合

(
東

京)
中日小)

lユ
キノ
雪

lユ
キl

、J

lア lハ
タ. ナマ ノ
ノ f、
( 花lァ lハ
タlナl
竺ずE 、J
、J

いレ
カ
ラ
(
暮
ドレ)

叶サ
カ-プ
(
朝
寸サ
〉

lヵ lソ
ヮi レ
タ タ
ケ ケ

r、 f、、

l皮1ソ
カ レ
と 1'--'

(B〉
用
言に
接
続γ
る
場
合

&
(
東

京)

幡
多、ーノ

1，、 lュ
ナl キl

ノ ノ
1:: 1: 
ナ1 キl

ア
タマ
ノ

ハ
ア
タマ
〉

幡
多、、J

ク
レ
カ
ラ
(ク
レ)

ア
サ

カ
ラ
ハ
ア

サ
〉

ソ
レ
ダ
ケ
ハゾ
レ)

lヵ
ワ』
!) 
ケ
(カ
i円〉

幡
多、ノ

k、
ユ〆
』マ
ノL

カ
フ

lシ

�I 
ヲF

ハ
トジマ
ル

いドマ
ウ
〉

hrl
ダ
ケ
や
ぼ
ハ一友ユ
1〉

斗ル
ダ
ケ
(
見
斗

ル

〉

711コ lウ lキ lツメ レl デl ミ 1 (4)ラ
コ コ l サ サ 1 " �さ イゾ ソ エ エ w: eえ が
へ" " " 体 ・ ケ
雨 コ 腕 君京言こ だア11χ l土

， 1キ 〉に そ (〉 ァ t ミ 接 ・lツ'--' '--' '--' 続な ラ
すと イ
Q 

受
『寸

ー

ハ
ジマ
ル
カ

ラシ
マ
ウ
マ
デ

84 

(ハ
ジマ
ル
・

シ
マ

ウ)

ユ
1 ‘タ
ケ
(ユ
1)

ミル
ダ
ケ
ハミル
〉

ツ
ラ

イダ
ケ
ハ
ツ

ラ
イ〉

キ:
、 (サ1 (容

二三

(多
lキ 〉
、ノ

1ヵ
フー'

サ
ニ乙

1;' テザl
、J

キ ア11コミ メ レ
ナl コ コlド ソ ソ
l♀ ';11-; 

ミ メ レ
、J 、J、J

ギ
.辻Jηド
ハ
君キ
ミ)

ツ
叶ナ
ド

〈
月ツ
叶〉

幡
多の
ドレ
斗ソ
はコ
叶コソ
と
も。

サ
エ・
コソ・

ナ
ド
は
幡

多で
は

lッ
キi

ナ
ド

1'] 
キl、J

大
体
平
板
刑一
に
は
高
低 、
起
伏
型

に
は
低々
とつ
づ
く。

〈B〉
用
言に
接
続す
る
場
合

(
東

京U

キ
寸汁サ
エ
械
だ
(
凶キグ)

幡
多、ー'

!?i 
ア

サ
ニl::.

r、

lキ
夕、J



lステfコ
ソ
し
な
し、
r、iス
ア
)1.­、J

iス.
アE
コ

ソ
f、
ス:
ア
)1.­、ノ

ぃドラ
イコ
ソ
薬
だ
(
いドラ
イ〉

ツ
ラ
イコ
ソ
〔ツ
ラ
イ)

ツ
ラ
イ
ナ
ド

い
う

な

ツ
ラ
イ
ナ
ド

幡
多の
キ
寸テ

サエ
は
キ
汁

テ
叶エ
と
な
る
こ
と
も
あ
る。

〈
hり
し
た
発
音でou

聞
な
ら・
な
り・
よ
り・
ま
で・
や
ら

(A)
体
言
に
接
続
す
る
場
合

ぺ
東

京〉

〔
主
に
ゆっ

幡
多、J

高知県幡多郡のアクセント

テ1 1パI=" 1ア ユ1 1オ
:/ :/ 1 マl レ l ナ レ lマ マl ヨ ヨ1 リ ナ1
デ デ リ リ lミ ラ
( ハ ハ ( ズ1 行
天 晩 山 lア ナ 1 < 
テ1 1パlヤ レ リ 〈
γ γ マI 'V Ji低'V 'V 'V  1オ

レ
'V 

テ
Y
マ，テ
ハテ
yu

ュl ォi
ナ レ
リ ナ1
ミ ブ
ス (
ナI 1オI
リ レ、ノ

17 ーレtヨ
リ
r.. 
17 

レ
\二，

lヤ
.....， ヨ
リ
r、

lヤ
マlLノ

ず川
y自叶
デ
(パ
Y〉

lゾ ウ!マ』 シ
ヤ ヤlフ プ
r.. 〆「

lゾ lウ.....1 シ
」ノ 、J

ウ
オ叶-ア
(
牛ウシ)

ゾ
マ
ヤ
ラ
ハ
馬γ
マ〉

若
干の
例
外-も
ある
が 、
大
体
幡
多
で
は
平
板
型
に
続
け
ば
高
低 、
起
伏

型
に
続
け
ば
低
低
と
な
る 。

(B〉
用
言
に
接
続
す
る
場
合

ハ
東
京〉

イ
タ
ナ
ラ
(
行
イ
グ〉

グ
ラ
イ
ナ
ラ
(

暗LW-プ
イ)

タ
ラ
イ
ナ一ブ
(
グ
ラ
イ)

東
京の
わい
外
ナ
リ

什ペバ
ナリ
早
く
きめ
よ
う
(
ドメル)
は
幡
多
で
よ・

グ
汁リ
ヤメ
ル
叶
リ

ハ
ヤメ
ドC
東
京LU
Aバ
イ
ナ
リ

ド

斗外刈
イ
ナ
リ

お

望
み
次
第
怜J
メ
タ
イ・

行ぺバlカ
イ〉
鱗
多。ツ
メ
タ
什ナ
リ

(
叉
はツ
ペ

タ
イ
ナ
リ〉・::・ア lv
タ
カ
イ
ナ
リ
(ツ
メ
タ
イ・
ア
ッ
タ
刈イ〉
東
京
う

ち
に
イ
斗ヨ
リ
ま
し

幡
多
不ル
寸
リ
(
東京
燃
多
ドル〉
東
京

ドペ外イヨ

リ
暑い
がい
い
幡
多ツ
幻
タ
札ヨ
リ
(
叉
はツ
メ
斗イヨ
リ〉

東
京

い什寸

デ
お
待九
幡
多ヂ
タ
寸
デ
東

京叶刊ル
ヤ

ラハ
朴ル
ヤ

ラ
(
付ドル・
い

ネル〉
幡
多
オ
ドル
叶-プハ
ネル
サフ
(
オ
ドル・
ハ 。
ネル)

刷
ほ
ど・
ず
つ
・
と
も

〔A〉
体
言
に
核
続
す
る
場
合

ハ
東
京〉

lャ lワマI タ
ホ ク
ド シ

ホ
ド

フ
タ
ツ
ズ
ツ
(7
J刈汁)

同タ
シ
ト

モ一一一
人
〈

竹
タ
シ)

イ.
11揺
7 

ø. 
q 乙
!T 、ーノ

幡
多

ワタ
タ
シ
ホ
ド

lヤマlホ
ド

フ
タ
ツ
ヅ
ツ
(フ
タツ)

ザ
タ
シ
ト

モ
ハワ
F
シ〉

(
叉は .F
タ
.汁
ト

モ・
ザ
タ
ジ
叶モ〉

(B)
用一震
に
接
続寸
る
場
合

東
京
竹
ワ
サ
サ
レル
ホ
ド

の
背中
も
し
ない
幡
多
ウワ
サ
サ
レル
ホ
ド
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掠ネル
ホ
ド

幡
多
ネル
ホ
ド

東
京竹ッ
イ
(
厚)
ホ
ド

持ち
が
よい
幡
多

7 .
ッ
イ
ホ
ド

又
はア
ツ
什
ホ
ド

幡
多の
ホ
ド
は
大
体
平
に
ハ
厳
密に
云
え

ばホ
ド

で
切
れ
ばド
に
中
位の
山
が
来
る。)
つ
づ
く

傾
向
が
あ
る。

的
く
らい・
な
が
ら・
と
こ
ろ・
ば
か
り

〈A〉
体
言
に
接
続
す
る
場
合

(
東
京〉

幡
多

コ
レ
グ
ラ
イ

コ
レ
ク
ラ
イ

ジ
プ
ン
ナ。ヵ
ラ
変
だ
(
ジ
プ
ゾ〉

ナ1

3 

も
(Jy eフ
γ〉

〈
オゾ
ナ)

オ
γ
ナ
ナ
ガ
ラ
モ・(
オ
ン
ナ〉

東
京
行しい1。ヵ
ク
ドコ
ロ
カ
小
学
校
さ
え
出
ぬ

ハ41
1。ヵ
グ〉
幡
多

チュ
リ
ガ
ク
ドコ
ロ
カ
(チエ
バ。ヵ
タ〉

車訊イ
叶叶コ
ロ
カ
海
ほ
ど
あ

る
幡
多
UH
什
ドコ
ロ
カ
(
東
京
幡
多
仏け)
東
京

lジ

汁オイ.カ
リ
ょ
い
と

す
る
幡
多少
プ
バパ
カ
リ

(ジ
プ
ン
パ
カ
引・
巧フ
Y
4.カ
リ
と
も〉

幡
多で
は
こ
れ
らの
助
詞
が
平
板
型
体
言
に
つ
く
と
高
低
低 、
起
伏
型
に

は
低
くつ
く
と
い
う
大
体の
傾
向
が
あ
る。

ハB〉
用
言
に
接
続
す
る
場
合

東
京
そ
れ
を

いいル
グ
ラ
イ
支
は

い
川刀-フ
イ〉
馬
鹿
げ
た
こ
と
は
な
い

幡
多ス
ル
外ラ
イ
ハ
東
京
幡多
ドル〉
東
京
い

叶外汁ク
ラ
イの
と
こ
ろ
幡

多ト
門タ
グ
ラ
イ
(
東
京
幡
多ト
叶

乙
妻
。

斗什12フ
イ
な
ん
だ)
又

は
イ
外イ0
2フ
イ)
幡
多
21A
イ
グ
ラ
イ
(
東
京
幡
多
ド
舛イ〉
東
京
廿

キ
ナ
ガ
ラ
幡
多が
キ
什-フ。ヵ(
東
京
幡
多
聞

肝グ〉
官民
京
MV
升汁。ヵ
ラ
幡

多タ
チ

ナ・。
か
ラ(
東
京
幡
多
立列
ツ〉

東
京

ド叶斗叶コ
ロ
カ
幡
多
ド
叶ル

ドコ
ロ
カ
ハ
東
京
幡
多
七
叶
ル〉
東
京い

斗什叶コ
ロ
カ
幡
多
い
斗イ
ドコ

ロ
カ
ハ
カユ
イ
ドコ
ロ
カ
と
も〉
(
東
京
幡
多
いユ
イ)
東
京ユ
l

パ
カ
リ

で
何
も
し
な
い
幡
多ユ
1

パ
カ
リ

ハ「
で」
ま
で
入
れ
る
とユ
I

パ
カ
リ

デ〉

(
東
京
幡
多
言
ド1〉

東
京

hド刈バ什イ
カ
リ
で
は
駄
目
(行
カ
ル
イ)
幡
多ア ーカ
ル
サハ
カ
リ

(ア
カ
ル
イパ
カ
リ
と
も)

開の
(
用
言
に
接
続
す
る
場
合)

ハ
東
京)

(
幡
多)

ス
刈ノ
は
ょ
せ
(
為ス
ル〉白

ス
ル
バ
(
いル〉

ア
刈
イノ
が
よい
(
赤ア
カ
イ〉
7
カ
バ引ノ
(ナ
カ
イ〉

ツ
汁
イノ
を
我
慢(
いドラ
イ)

ツ
ラ
什ノ
ハツ ー-フ
イ)

平
板
型
形
容
詞
にノ
がつ
く
と
起
伏
化
す
る
現
象は
東
京
と
幡
多
が一
致

す
る 。
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倒
が
(
用
言
に
接
続
す
る
場
合〉
・
し

ハ
東
京〉

(
幡
多、J

頭はハ

舛オJ円
。ヵ

ハ
タ一プ
グ
ガ

(ハ
タ
ラ
ク)

ハハ
タ
ラ
ク)

堅い
事
は

い
バ
イ
。ヵ

カ
タ
イ
ガ
ハ
カ
タ
イ)

東
京
よ
み
も

いいバ
シ
書
き
も
す
る
幡
多
いル
シ
東
京
ま
ど
は

けカ
ル
イ

シ
風
も
通
る
幡
多17 1カル
礼γ
幡
多
本
平
板
型の
用
言
を
起
伏
化
す
る
頒



向がか
な
り
見える。

川刊に
も・
には・
の
に・
ので・
つつ

東
京
行
パ
ニモ
泣か
れない
幡
多。ナ
グ斗
モ
東
京
ド
ペ刈イ
ニモ
程が

あ
る
〈ツ
メ
タ
イ)
幡
多ツ
メ
タ
イニ
モ
ハツ
メ
タ
イニ
モ・
ツ
メ
タ
イ
ニ

モ
と
も〉
(い列メ
タ
川町〉
東
京自い

外オペニ
ワ
働くが
幡多ハ
タラ
外ニ
ワ

東
京オ
叶
イ

ニワ
重い
幡
多ホモ
川ニ
ワ
官庁
京

・同川叶J川
ノ
ニ
返
事し
ない

幡
多ヨ
オデ
イル
ノ-一
東
京
ア
刈刈
イノ
ニ
幡
多
引カ
ル
什ノニ
東
京

サ
斗イノニ
幡多サ4
4ノユ
ハ
ポム
什ノニ
と
も〉
東
京aM

可斗寸刈ノ

デ
幡
多ス
ワッ
テ
イル
ペ
デ
来

ZhwJ升
イノ

デ
幡
多

ご礼ノ
デ
ハク
只

イ
ペデ
と
も〉
東
京
何
もル
バツ
ツ
幡多ル
汁ツ
ツ
東京理
窟
を

わい
リツ

ツ
幡多イ1
ツ
ツ

幡多で
もこの
程の
助詞が平
板型形
容詞につ
くと
起伏化が起る0・

凶ば・
と東

幡
多

京

高知県幡多郡のアクセント

レl カ フI Iア H
5 JLl 叱 ガl ケlケ ハ レt ハ
f、 レ f、 J、 f、
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イ什
パハ
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ア
ガレパ
ハ
ア
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フ
レ
パ
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カ
ル
ケ
レ
パハカ
ル
イ)

コ
ケ
レパ
〈
濃コ
イ)

lコ
ヶl
LノJ、
へ叶
イ

叉
はコ
什1〉

東
京
い戸ル
ト

作ワ
ル
ト
け
んか
だ
幡
多ヨ
ル
ト
サワ
ル
ト
(ヨ
ル
ト
サワ

ル
ト
と
も)
東
京
行

。カ
イ
とい
けな
い
幡
多
什
ガイ
ト

同て・
て
も・
て
は・
たら・
たり・
たが

東
京)

タI Iヤ イI Iオツ ツ | タ モlテ テ iク クモ モ テ テ
r、 f、 r、 r、タI Iヤ lイiォツ ル タI モ'-' '-' イ イ、ノ 、ーノ

い
斗汁ワ
(トプ)

カエ
ッ

テワ
(カエ
ル〉

lシ
タ lフ
〆「
lス
Jレ
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lノ オlタlキ
タl タ
リ ラ

長 l 宗
lノ キl
Jレ } ノレ

オ
リ
タ
リ
(オリル)

ニI Iス
。 ワlケ ツ』

タ 3r1
。 。カ カ

〆""' ，..、
lニ ー lスケ1 ワ
Jレ ノL、J 、J

幡
多
、ノ

オモ
タ
テ
(オモ
イ〉

21 
5ケ
ア
r­
lイ
?l 
、ノ

タI Iャ.
ツ ツE

ア アtモ モ
';1 I♀ 
ヅ Jレ、、J 、--'

lト
三1
7" ワ
(トプ)

カエ
ッ

テワ
f、
| カエi
yレ
、J

シ
タ-フ
(スル)

オ
キ
タ
ラ
ハ
オ
キル)

lノ
;1 リ
r­
|ノ
ノレ、J

オlリ
3r 
リ
r、、
l オリ 1
J!〆、ー'

スワッ
タ
ガハス
ワ
ル〉

L一
ゲ
タ
ガ(ニ
ゲル)

幡多で
も平
板型用
言にこ
れらの
助詞がつ
くと 、

平
板が起伏化さ

れ
る
傾向を
持つ。

以上の
報告
は
二
十
代の
男女数名を主に
して
調査し・た
もので
あ
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る。
最
後
に
言い
も
ら
し
た
点
につ
き
若
干
補
足
し
て
お
く。

ω
幡
多の
ア
ク
セ
γ
ト

は
ご
く
お
お
ざ
っ
ぱ
に
言
え
ば 、
東
京の
そ
れ
と

比
絞
し
た
場
合ア
ク
セ
γ
ト

の
山
が
京
多
よ
り

足後へ
ず
れ
る
傾
向
が
見
え

スv。ω
脳相
楽
名
儀
抄の
時
代
に
平
板
に
発
音
さ
れ
て
い
た
ら
し
い
「
矢」
な
ど

東
京
で
は
す
で
に
上
型
に
変
化
し
て
い
るの
に 、
幡
多
は
元の
姿を
保
存
し

て
い
る。
こ
こ
ん
な
例
が
若
ω
認
め
ら
れ
る。

ω
合
同一 一本
彦
氏
は

od寸
V
O
O
可v
qO
可v
qo
v
と
い
う

推
定

ゆ守
さ
れ
て
い
る。

ω
種々
の
観
点か
ら
観て
幡
多ア
ク
セ
γ
ト

は
東
京の
そ
れ
よ
り
は
古い

型
を
保っ
て
い
る
よ
う
だ。

同
三
崎
町
下
益
野
出
身の一
学
生の
ア
ク
セ
ン
ト

で
は 、
柄・
気・
子:・

が

q.司. 、
飴・
牛
・

が

qq、
行
く・

買
う
が

qq、
赤い・
甘い:・
が

qα叫で
あっ
た 。

附
佐
賀
町ア
ク
セ
ン
ト

を
若
干
挙
げ
れ
ば 、
柄・
巣・
毛:・
が
α叶 、
尾

・
木・
粉・
も

斗可、
飴・
牛・
が

qq、
石・
歌・
足
が:
d
O
(
入
に
よ

っ
て
は
全
平
に
も) 、
行
く・

飛
ぶ・
書
く・
が
qq 、
聞
け
る・
当
て
る

:・
が

叫叫叫 、
受
け
る・
起
き
る・
落
ち
る・・
民
α
0
0
(
入
に
よっ
て
は

3
9 、
赤い・
厚い:・

8d
O
又

は対ば
で
あ
る。
高
知
に
近い

特
殊
型
で
あ
る。
個
人
差
が
相
当
あ
る。

的
自
田
川
村
白
浜
か
ら
有
井
川
ま
で
の
地
帯
は 、
佐
賀ア
ク
セ
γ
ト
と
中

村ア
ク
セ
y
ト
と
の
折
衷ア
グ
セ
γ
ト

で 、
ウ
ミ
オ
ミ
ル
〈
海)
な
との
型

が
聞か
れ
る。
上
川
口
か
ら
以
西
が
純
中
村
式
に
な
る。

開
北
幡
及
び
梼
原
村の
ア
ク
セ
ン
ト

は
やっ
か
い
で
あ
る。
紙
数の
都
合

で
そ
の
片
鱗
に
し
か
触
れ
得
な
い
の
は
残
念で
、あ
る。
今
江
川
崎
村
江
川
を

例
に
と
る
な
ら
ば 、
柄・
毛・
絵・:
に
ガ・
ワ・
エ
等の
助
詞
をつ
け
る
と

qv
と
なっ
た
り
q叶
と
なっ
た
り

する。
飴・
石・
足・
息・
赤・:
悉
く

同
型
で
ペリ
0・

αα
マ
(
稀
にd
O
マU
が
多い
が 、

q叫-

qq叶
と
も

なっ
て
安
定
性
が
無い。
「
飴」
を
最
初
発
音
さ
せ
る
と
可メ 、
直
ち
に
第

二
回
目
を
試
み
る
と
汁斗
で 、
し
か
も
本
人
は一
向
狂っ
た
の
に
気っ
か
ぬ

と
言っ
た
状
態で
あ
る。
津
大・
十
川・
昭
和
村
等の
ア
タ
セ
ゾ
ト
もこ
れ

に
準
ず
る。
(
十
川
村
井
崎で
は
名
詞二
音
節
誇
が
q0・
o
qマ
の
傾
向

が
多い。)
大
正
町
北の
川・
岡
野々
・

木
屋ケ
内
等は
中
村
に
近い
が 、

形
容
詞
な
ど
に一
型
的
要
素
が
認
め
ら
れ
る。
梼
原
村
も
北
幡
に
準
ず
るア

ク
セ
γ
ト

で 、
名
詞ニ
音
節
誇
も一
類か
ら
五一類
ま
で
qσ-

qペリマ
(
時

吋
O
O
マ〉
と
も
qα-

d叫叶
と
も
発
音
さ
れ
浮
動
性
に
富
む。
「
箸」

と
「
橋」
・

「
鳴る」
と
「
成
る」
な
ど
音
韻
論
的
に
も
区
別
が
無い
よ
う

だ。
こ
れ
ら
の
地
帯
につ
い
て
は
き
だ
最
後
的
断
定
は
下
し

得な
い
が 、
大

体一
型
的
な
地
帯
と
認
め
て
大
過
な
い
よ
う
で
ゐ
る。
仮
り
に
準一
割
地
帯

と
し
て
お
く。
(
松
原・
初
瀬
に
は
乙
種
、も

若
干
羽出
入
し
て
い
る 。)

楽
曲桐
を
立
す
る
に
当
り

、

桜
涯
笑
・

大
凶
雅
雄
・

山地
恭
人
・

合
同
一

様
彦

柴
図
式
・

平
山
輝
男
・

藤
原
与
一
・

和
m
実
等
の
諸
氏
か
ら
種
々
御
示
唆

を
賜
わ
つ

れ。

こ
こ
に
深
謝
し
れ
い
。

仰
木
論
文
は
文
部
省
科
学
研
究
費

に
￡
る
成
岡本
の
一

部
で
あ
る
が

、

国
語
研
究
所
の
委
託
研
究
の
一

部
と
L

怠
複
す
る
。

(
二
九
・

ニ
・

八
)
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